
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989年7月20日　第2号

日吉台地下壕保存の会

会報
第2号

発行　日吉台地下壕保存の会

編集　事務局

〒223

横浜市港北区下田町3－15－27
TEL O44－62－1282（寺田貞治方）

目　　次

○日吉台地下壕保存の会

の活動　　　　　　　　　1

○第二回幹事会報告　　　2

○第一回運営委員会報告　2

○第三回幹事会報告　　　2

○お知らせ

ビディオによる学習会　2

○地下壕の保存に向けて

プロジェクトチームが

発足　　　　　　　　　　3

○地下壕に生息する生物　3

○日吉台地下壕探検と

追想　　　　　　　　　　4

○入会案内　　　　　　　　4

○日吉台地下壕を探索し

て　　　　　　　　　　　　　5

○日吉台地下壕について　6

○編集後記　　　　　　　　6

30m下にある地下壕に続く竪穴の上部，

上部の建造物は1トン爆弾にも耐えられ

るといわれる。

日

吉

台

地

下

壕

保

存

の

会

の

活
動
事
務
局
長
　
寺
田
貞
治

保
存
の
会
発
足
以
来
、
今
日
ま

で
私
達
は
幹
事
会
を
三
回
、
運
営

委
員
会
を
一
回
持
ち
、
そ
の
間
会

報
第
一
号
の
発
行
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

や
見
学
会
を
開
催
し
た
り
、
慶
應

の
学
生
を
対
象
に
講
演
会
を
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。

保
存
の
会
の
活
動
も
、
大
き
な

拡
が
り
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。
入

会
者
も
増
え
、
七
月
十
二
日
現
在

で
二
百
八
名
と
な
り
ま
し
た
。

保
存
の
会
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
も
放
送

さ
れ
、
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い

ま
す
。さ
ら
に
、
私
達
に
と
っ
て
明
る

い
二
ュ
ー
ス
と
し
て
、
港
北
区
役

所
内
に
地
下
壕
の
保
存
に
向
け
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し

ま
し
た
。

今
後
と
も
保
存
の
会
の
事
業
達

成
の
た
め
、
ご
支
援
の
程
を
お
願

い
し
ま
す
。
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第

二

河

幹

事

会

報

告

五
月
十
八
日
に
慶
應
義
塾
新
研

会
議
室
で
開
か
れ
、
事
務
局
長
の

報
告
の
後
、
幾
つ
か
の
議
題
に
つ

い
て
討
議
し
た
。

①
会
報
第
一
号
に
つ
い
て
、
字

が
少
し
小
さ
く
て
読
み
ず
ら
い
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
形

式
で
し
ば
ら
く
続
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
②
会
報
第
二
号
を
七
月

上
旬
に
発
行
す
る
。
③
横
浜
市
地

域
研
究
補
助
金
に
つ
い
て
、
来
年

ま
で
に
検
討
す
る
。
④
調
査
活
動

に
つ
い
て
は
聞
き
取
る
相
手
の
リ

ス
ト
を
作
る
。
未
調
査
地
域
の
実

地
調
査
、
文
献
調
査
な
ど
に
取
り

組
む
。
⑤
顧
問
は
当
分
委
嘱
し
な

い。
幹
事
会
終
了
後
、
「
日
吉
台
地

下
壕
に
つ
い
て
」
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
も
た
れ

た
。

第
　
一
　
回

運

営

委

員

会

報

告

六
月
十
六
日
に
慶
應
義
塾
藤
山

記
念
館
大
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

事
務
局
長
よ
り
先
ず
幾
つ
か
の
報

告
が
あ
っ
た
。

①
五
月
二
一
日
の
地
下
壕
見
学

会
参
加
者
は
約
三
十
名
。
地
下
壕

入
口
の
農
家
の
人
は
、
見
学
を
迷

惑
が
っ
て
い
る
の
で
何
ら
か
の
対

策
が
必
要
。
②
テ
レ
ビ
報
道
に
つ

い
て
。
五
月
十
七
日
N
H
K
の
七

時
三
五
分
に
モ
ー
ニ
ン
グ
ワ
イ
ド

で
放
映
。
五
月
二
五
日
N
H
K
F

M
横
浜
で
午
後
六
時
よ
り
十
分
間

放
送
。
六
月
八
日
日
本
テ
レ
ビ
の

午
後
七
時
か
ら
「
追
跡
」
で
放

映
。
③
港
北
区
区
政
推
進
課
で
は

「
日
吉
台
地
下
壕
利
用
計
画
策
定

調
査
」
を
今
年
度
の
重
点
事
業
の

一
つ
と
し
て
や
る
予
定
で
あ
る
。

推
進
母
体
は
、
日
吉
台
地
下
壕
保

存
の
会
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
港

北
区
役
所
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組

み
、
活
動
を
進
め
る
。
六
月
二
一

日
に
打
合
せ
、
六
月
三
十
日
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
初
会
合
。

次
に
幾
つ
か
の
議
事
に
つ
い
て

討
議
し
た
。

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
保

存
の
会
か
ら
参
加
す
る
人
は
、
永

戸
会
長
・
田
辺
副
会
長
・
寺
田
事

務
局
長
・
茂
呂
幹
事
・
比
留
間
幹

事
の
五
名
に
決
定
し
た
。
③
調
査

活
動
に
つ
い
て
、
地
域
関
係
は
日

吉
台
中
学
で
、
海
軍
・
慶
應
関
係

は
慶
應
で
聞
き
取
り
調
査
を
行

う
。
③
八
月
五
日
（
土
）
に
ビ
デ

オ
に
よ
る
学
習
会
を
や
る
。

第

三

回

幹

事

会

報

告

七
月
七
日
に
慶
應
義
塾
藤
山
記

念
館
中
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

報
告
事
項
　
事
務
局
長
よ
り

①
会
報
第
二
号
の
発
行
が
遅
れ

て
い
る
。
②
区
役
所
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
初
会
合
の
報
告

（
別
掲
）
。
③
保
存
会
関
係
の

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
N
H
K
第
一

ラ
ジ
オ
で
六
月
二
六
日
午
後
一
時

五
分
「
各
地
の
話
題
」
で
十
分
間

放
送
。
慶
應
義
塾
の
「
塾
」
六
月

一
日
発
行
第
三
号
、
「
塾
生
新

聞
」
六
月
十
日
発
行
第
二
二
四

号
、
「
三
田
評
論
」
七
月
一
日
発

行
第
九
〇
五
号
な
ど
に
掲
載
④
細

谷
保
治
氏
が
幹
事
を
辞
退
。

議
事
①
八
月
五
日
（
土
）
午
後
四
時

よ
り
、
慶
應
義
塾
大
会
議
室
で
、

ビ
デ
オ
に
よ
る
学
習
会
を
開
く
。

②
七
～
八
月
中
に
地
下
壕
の
実
地

調
査
を
や
る
。

★

お

知

ら

せ

ビ

デ

オ

に

よ

る

学

習

会

日
時
　
八
月
五
日
（
土
）
午
後
四

時
よ
り

場
所
　
慶
應
大
学
藤
山
記
念
館
大

会
議
室
（
日
吉
駅
東
口
徒

歩
三
分
）

内
容
　
テ
レ
ビ
朝
日
・
日
本
テ
レ

ビ
・
N
H
K
テ
レ
ビ
で
放

映
し
た
ビ
デ
オ
と
、
未
放

映
の
ビ
デ
オ
を
含
め
て
一

時
間
半
に
わ
た
っ
て
、
地

下
壕
の
様
子
を
見
た
り
、

元
連
合
艦
隊
の
参
謀
や
農

家
の
人
の
証
言
を
聞
い
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

参
加
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
お
誘
い
合
せ
の
上
、

多
数
の
方
々
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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地

下

壕

の

保

存

に

向

け

て

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

が

発

足

横
浜
市
港
北
区
役
所
よ
り
、
日

吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
に
、
日
吉

台
地
下
壕
利
用
計
画
策
定
調
査
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で

や
り
た
い
の
で
、
保
存
の
会
か
ら

五
名
ほ
ど
推
薦
し
て
欲
し
い
と
の

依
頼
が
あ
っ
た
。

早
速
、
六
月
十
六
日
に
運
営
委

員
会
を
開
い
て
、
永
戸
会
長
・
田

辺
副
会
長
・
茂
呂
幹
事
・
比
留
間

幹
事
・
寺
田
事
務
局
長
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
選
出
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
初
会

合
が
去
る
六
月
三
十
日
に
開
か
れ

た
。
日
吉
台
地
下
壕
利
用
計
画
策

定
調
査
（
案
）
を
中
心
に
討
議
さ

れ
た
。
こ
の
案
の
主
な
項
目
と
内

容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
　
趣
旨

横
浜
市
は
第
二
次
世
界
大
戦

で
、
空
襲
な
ど
の
被
害
を
受
け
、

戦
後
も
長
期
に
渡
っ
て
接
収
さ
れ

る
な
ど
、
市
民
生
活
は
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
う
し
た
歩
み
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
施
設
が
横
浜
市
に
は
な

い
。
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
都
市
開
発
に
よ
っ
て
当
時
の

遺
物
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、

早
急
に
こ
の
記
録
を
残
し
、
遺
物

の
保
存
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

日
吉
台
地
下
壕
は
、
当
時
の
連

合
艦
隊
司
令
部
と
し
て
実
際
に
使

わ
れ
て
い
た
貴
重
な
戦
争
の
記
録

で
あ
り
、
一
部
が
埋
め
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
構
造
物
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
地

下
壕
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
活
用
法

が
あ
る
の
か
検
討
す
る
。

二
、
検
討
項
目

○
地
下
壕
の
状
況
調
査

地
質
調
査
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

強
度
、
土
砂
・
地
下
水
の
度
合

い
と
そ
の
除
去

○
地
下
壕
の
当
時
の
状
況
調
査

海
軍
関
係
者
・
住
民
な
ど
関
係

者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
、
米

軍
資
料
・
空
襲
記
録
の
調
査

○
現
在
の
状
況

日
吉
地
区
の
特
性
、
将
来
像
、

権
利
関
係
、
地
元
の
意
向
、
入

口
の
確
保
、
遺
物
の
収
集

○
管
理
運
営
方
法

市
の
計
画
と
の
整
合
性

○
そ
の
他

他
の
地
下
壕
の
状
況
、
P
R
活

動

三
、
推
進
母
体

日
吉
地
下
壕
保
存
の
会
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
港
北
区
役
所
（
調

整
係
・
区
民
相
談
室
・
建
築
課
）

か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
組
み
、
調
査
方
法
の
検
討
や
地

下
壕
の
基
礎
調
査
を
行
う
。
事
務

局
は
区
政
推
進
課
調
査
係
と
す

る
。

四
、
今
年
度
の
取
り
組
み
方

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り

日
吉
台
地
下
壕
の
当
時
の
状
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
現
状
を
把

握
し
、
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
。

ま
た
、
懇
話
会
で
活
用
方
法
な
ど

を
検
討
す
る
。

①
懇
話
会
の
開
催

地
下
壕
関
係
者
、
地
域
の
代
表

者
、
有
識
者
か
ら
な
る
懇
話
会

を
開
催
し
、
地
下
壕
の
保
存
、

活
用
の
方
法
や
問
題
点
を
検
討

し
て
も
ら
う
。
年
四
回
程
度
を

予
定
。

⑧
地
下
壕
関
係
者
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ

③
地
下
壕
の
全
容
調
査

④
他
地
域
の
地
下
壕
調
査

⑤
調
査
報
告
書
の
作
成

以
上
の
案
を
も
と
に
、
聞
き
取
り

調
査
・
懇
話
会
・
地
下
壕
保
存
・

資
料
の
調
査
な
ど
、
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
七
月
十
四
日
に
、

元
海
軍
省
経
理
局
主
計
課
士
官
で

現
師
岡
町
内
会
長
の
千
葉
朝
夫
氏

か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
実
施
す

る
。
ま
た
保
存
の
会
主
催
の
八
月

五
日
の
ビ
デ
オ
に
よ
る
学
習
会
に

参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

地

下

壕

に

生

息

す

る

生

物

○
天
井
に
う
ご
め
く
ゲ
ジ
ゲ
ジ

○
壁
に
へ
ば
り
つ
く
菌
類
の
仲
間
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日

吉

台

地

下

壕

探

検

と

追

想

船
山
登
美
子

東
京
か
ら
横
浜
市
民
と
な
り
日

吉
の
地
で
十
年
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
慶
應
大
学
の
地
下
に
連
合

艦
隊
司
令
部
の
壕
が
縦
横
無
尽
に

掘
ら
れ
そ
の
歴
史
の
遺
物
が
現
存

し
て
い
る
の
を
初
め
て
知
り
、
そ

の
実
態
を
知
る
べ
く
「
地
下
壕
保

存
の
会
」
に
参
加
、
そ
し
て
五
月

二
一
日
希
望
通
り
見
学
会
に
同
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

雨
空
の
当
日
は
集
合
時
よ
り
小

雨
で
あ
っ
た
に
も
係
ら
ず
老
若
男

女
三
十
名
程
が
参
集
、
滑
り
易
い

坂
道
を
恐
る
恐
る
た
ど
り
つ
い
た

農
家
の
庭
先
の
「
此
処
が
入
口
で

す
。
」
と
言
わ
れ
、
予
想
外
に
立

派
な
の
に
び
っ
く
り
、
そ
れ
と
云

う
の
も
日
支
事
変
・
満
州
事
変
と

長
年
戦
争
状
態
を
続
け
た
結
果
で

の
大
東
亜
戦
争
「
こ
ん
な
小
さ
な

国
が
大
国
の
ア
メ
リ
カ
と
闘
っ
て

大
丈
夫
な
の
か
？
」
と
疑
問
を
有

し
て
い
た
の
と
物
資
不
足
は
日
常

茶
飯
事
で
あ
っ
た
時
期
に
に
流
石

軍
隊
だ
け
の
事
が
あ
っ
た
と
思
っ

た
の
と
、
こ
の
入
口
が
農
家
の
玄

関
と
は
目
と
鼻
の
先
の
近
い
距
離

に
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が
為
に
農
家

の
方
が
四
人
も
爆
死
さ
れ
た
と
聞

き
、
朝
な
夕
な
に
こ
の
場
所
の
前

を
通
っ
て
い
ら
れ
る
農
家
の
方
は

さ
ぞ
辛
い
日
々
で
あ
っ
た
ろ
う
と

思
う
だ
に
胸
の
痛
む
思
い
で
し

た
。入
口
付
近
は
現
在
農
家
の
倉
庫

と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
の
為
に
天

井
に
設
け
ら
れ
た
蛍
光
燈
が
皓
々

と
輝
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
面

を
照
ら
し
出
し
て
い
た
。
進
む
に

つ
れ
て
中
は
真
っ
暗
で
各
自
が
照

ら
し
だ
す
懐
中
電
燈
で
足
も
と
を

照
ら
し
な
が
ら
の
進
行
は
異
常
な

経
験
で
し
た
。
司
令
長
官
の
居
所

は
特
別
広
い
ス
ペ
ー
ス
と
丁
寧
な

仕
事
振
り
、
設
営
隊
の
兵
は
ど
ん

な
思
い
で
作
業
を
し
た
の
か
と
感

慨
一
入
（
兵
あ
っ
て
の
軍
隊
な
の

に
…
…
）
、
道
は
右
に
左
に
迷
路

の
様
で
、
進
む
に
つ
れ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
滲
み
で
た
水
分
で
天
井

か
ら
四
～
五
十
磯
の
鍾
乳
石
と
そ

の
下
に
五
～
六
㎝
の
石
筍
が
立

ち
、
周
囲
は
石
灰
石
の
花
が
咲

き
、
四
十
数
年
の
時
間
の
長
さ
を

思
い
知
り
ま
し
た
。
通
路
は
次
第

に
ぬ
か
る
み
、
田
圃
の
中
を
歩
い

て
い
る
様
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
中

に
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
の
も
一

苦
労
、
出
入
口
は
大
部
分
土
嚢
で

塞
が
れ
て
い
る
由
で
、
当
時
の
も

の
と
思
わ
れ
る
鶴
嘴
が
放
置
さ
れ

た
ま
ま
な
の
が
生
々
し
く
胸
が
つ

ま
り
、
そ
れ
と
共
に
過
去
が
思
い

出
さ
ま
し
た
。

か
っ
て
主
人
は
慶
應
で
学
び
、

学
徒
動
員
で
海
軍
に
招
集
さ
れ
、

特
攻
隊
員
と
な
っ
た
も
の
の
、
エ

ン
ジ
ン
不
調
で
出
撃
出
来
ず
陸
上

勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
部
下
を
公

用
で
長
崎
に
出
し
、
そ
こ
で
部
下

は
空
襲
を
受
け
ま
し
た
。
空
襲
を

受
け
た
ま
ま
戻
ら
ぬ
部
下
を
捜
し

に
、
終
日
瓦
礫
の
中
を
歩
き
回
っ

た
由
で
、
当
時
こ
れ
が
原
爆
と
知

ら
ず
爆
心
地
周
辺
を
歩
い
た
結

果
、
異
常
な
白
血
球
の
多
さ
を
後

に
な
っ
て
知
り
、
結
局
二
次
原
爆

症
と
判
明
し
た
も
の
の
「
当
時
手

帳
を
受
け
て
置
け
ば
良
か
っ
た
。

」
と
洩
ら
し
て
い
た
が
、
父
の
血

液
の
異
常
は
二
人
の
娘
に
同
じ
よ

う
に
遺
伝
し
、
種
々
の
弊
害
を
受

け
、
「
こ
れ
が
母
体
で
あ
っ
た
ら

ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
か
」

と
思
う
と
ぞ
っ
と
し
ま
す
。

こ
の
主
人
が
学
ん
だ
校
舎
の
地

下
を
今
妻
が
探
検
し
て
い
る
の
も

何
か
の
因
縁
の
様
で
、
再
び
戦
争

を
起
こ
さ
ぬ
為
に
も
今
保
存
を
手

掛
け
ね
ば
、
崩
壊
し
て
し
ま
う
の

は
時
間
の
問
題
と
思
い
、
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
て
、
一
日
も
速
く

全
容
の
調
査
と
保
存
の
事
を
推
進

し
て
欲
し
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

入
会
す
る
に
は

〇
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ま

す
。
申
込
書
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

〇
年
会
費
は
、
個
人
千
円
（
高
校
生

以
下
五
百
円
）
、
団
体
二
千
円

○
郵
便
振
込

（
番
号
）
横
浜
ニ
－
六
二
九
九
七

（
加
入
者
名
）
寺
田
貞
治

入
会
し
た
ら

○
会
報
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
会
報
で

は
保
存
運
動
の
状
況
を
は
じ
め
、

地
下
壕
の
見
学
会
、
学
習
会
、
溝

演
会
な
ど
の
案
内
、
調
査
、
研
究

の
情
報
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は

○
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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日
吉
地
下
壕
を
探
索
し
て

元
地
下
壕
通
信
兵
　
鹿
島
光
雄

（
翻
訳
社
経
営
）

去
る
八
月
二
十
三
日
（
昭
和
六
十
一
年
）
の
土
曜
日
、
旧
知
の

加
賀
谷
さ
ん
の
お
誘
い
で
神
奈
川
県
日
吉
台
の
地
下
壕
探
検
に
参

加
さ
せ
て
頂
い
た
。
急
な
崖
の
斜
面
に
開
い
た
小
さ
な
崩
落
ロ
か

ら
身
を
く
ね
ら
せ
て
も
ぐ
り
込
ん
だ
地
下
壕
は
私
に
と
っ
て
は
正

に
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
だ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
四
十
一
年
前
、
最
後
の
海
軍
特
別
少
年
兵
（
特
年
兵
）

と
し
て
暗
号
教
育
を
了
へ
、
終
戦
の
年
の
七
月
半
ば
こ
こ
日
吉
の

聯
合
艦
隊
司
令
部
に
配
属
さ
れ
て
八
月
末
ま
で
一
ヵ
月
半
を
過
し

た
場
所
だ
っ
た
。
暗
号
室
、
通
信
室
、
作
戦
室
等
の
あ
っ
た
プ
ロ

ッ
ク
、
壁
際
に
木
製
の
ベ
ッ
ド
が
並
ん
で
い
た
通
路
等
々
、
当
時

十
四
歳
だ
っ
た
自
分
自
身
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の

夢
の
あ
と
だ
け
は
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

十
四
歳
と
い
え
ば
末
だ
子
供
だ
っ
た
ろ
う
が
、
毎
日
毎
日
が
緊

張
の
連
続
だ
っ
た
。
私
と
北
海
道
出
身
の
岩
渕
君
と
い
う
の
が
よ

く
な
ぐ
ら
れ
た
。
私
は
多
分
要
領
が
悪
か
っ
た
た
め
で
、
又
岩
渕

君
は
そ
の
不
敵
な
面
構
え
の
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。
は
る
か
高
い

崖
上
の
ほ
う
炊
所
か
ら
味
噌
汁
の
い
っ
杯
入
っ
た
木
の
桶
を
両
腕

に
か
か
え
て
運
ぶ
の
は
正
に
苦
行
だ
っ
た
。
一
度
だ
け
だ
が
あ
の

悪
名
高
い
精
神
注
入
棒
を
三
発
喰
っ
た
の
を
憶
え
て
い
る
。
恐
ろ

し
い
痛
さ
だ
っ
た
。
あ
と
で
尻
に
さ
わ
っ
て
み
る
と
親
指
大
の
み

み
ず
ば
れ
が
三
本
走
っ
て
い
た
。

八
月
十
五
日
は
丘
の
上
の
庁
舎
前
の
中
庭
で
「
重
大
放
送
」
を

き
い
た
。
意
味
は
分
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
と
で
上
官
に
き
く
と
戦

争
は
終
り
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
家
に
帰
る
の
だ
と
い
う
、

そ
の
時
の
感
情
は
名
状
し
が
た
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
何
と
も

い
え
な
い
解
放
感
と
そ
れ
に
伴
な
う
嬉
し
さ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
こ
み
上
げ
て

来
る
笑
い
を
押
さ
え
る
の
に
苦
労

し
た
の
を
よ
く
憶
え
て
い
る
。

軍
隊
組
織
と
い
う
巨
大
な
鉄
鋼

構
造
物
が
瞬
時
に
し
て
消
え
さ
り
、

あ
と
に
無
限
に
透
明
な
八
月
の
青

い
空
だ
け
が
残
っ
て
い
た
―
そ

ん
な
感
じ
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
し

ば
ら
く
暗
号
書
な
ど
の
書
類
の
焼

却
で
日
を
す
ご
し
八
月
末
に
復
員
し
た
。
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日

吉

台

地

下

壕

に

つ

い

て

日
吉
台
中
二
年
　
岡
上
そ
う

今
は
、
「
地
歴
探
訪
会
」
と
い

う
部
の
部
長
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
僕
の
や
っ
て
い
る
分
野
は

地
下
壕
と
い
う
こ
と
で
、
壕
の
こ

と
や
戦
争
の
様
子
な
ど
、
水
、
土

曜
日
に
こ
の
部
は
活
動
し
て
い
ま

す
。何
故
、
僕
が
地
下
壕
に
興
味
を

も
っ
た
か
と
い
う
と
、
小
学
校
の

四
年
生
の
時
で
し
た
。
僕
の
家
の

裏
は
慶
応
の
山
な
の
で
、
草
木
が

あ
り
、
遊
ぶ
の
に
は
最
も
適
し
た

所
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
日
、

僕
の
友
人
の
犬
が
山
に
逃
げ
た
の

で
、
つ
れ
戻
し
て
欲
し
い
と
い
う

の
で
す
。
よ
ー
し
わ
か
っ
た
と

言
っ
て
、
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
T

君
と
山
の
な
か
に
侵
入
し
ま
し

た
。
薮
か
な
と
思
っ
て
入
る
と
中

は
結
構
草
も
な
く
、
ひ
ら
け
た
所

で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
犬

が
い
ま
し
た
。
 
T
君
と
捕
ま
え
よ

う
と
す
る
と
、
や
は
り
動
物
、
捕

ま
え
よ
う
と
す
る
と
逃
げ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
山
歩
き
に
慣
れ
て

い
た
僕
達
二
人
は
、
駆
け
出
し
て

必
死
に
な
っ
て
追
い
か
け
ま
し

た
。
す
る
と
そ
こ
に
は
、
と
て
も

立
派
な
獣
道
が
あ
り
ま
し
た
。
僕

達
は
驚
き
な
が
ら
背
を
低
く
し
て

小
股
で
走
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

目
の
前
が
パ
ッ
と
白
く
な
り
、
明

る
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
は
新

幹
線
の
辺
り
の
階
段
の
上
に
あ
た

る
と
こ
ろ
で
し
た
。
犬
は
戻
っ
て

行
き
ま
し
た
。
―
そ
の
夜
、

僕
は
感
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

未
知
の
世
界
を
知
る
事
が
で
き
た

喜
び
も
あ
り
ま
し
た
。

翌
朝
。
昨
日
の
喜
び
を
込
め
て

親
友
の
Y
・
A
君
に
、
こ
の
事
を

話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
僕
達
の

家
の
裏
で
遂
ぶ
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。三
人
で
遊
び
ま
し
た
。
山
の
な

か
で
無
茶
な
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
一
人
が
こ
ぼ
し
て
薮

の
中
に
入
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
、

捜
す
と
、
そ
こ
に
一
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
穴
が
あ
い
て
い
て
、
そ
の

中
に
ボ
ー
ル
が
入
り
ま
し
た
。
わ

ざ
わ
ざ
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
き

て
、
恐
る
恐
る
入
り
ま
し
た
。
五

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
ボ
ー

ル
は
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
怖

く
な
っ
て
、
三
人
で
急
い
で
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。

が
、
不
思
議
な
も
の
で
、
そ
の

穴
に
は
言
葉
に
表
せ
な
い
、
わ
け

の
わ
か
ら
な
い
魅
力
が
あ
っ
て
、

そ
の
魅
力
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま

い
、
何
度
も
入
る
う
ち
に
だ
ん
だ

ん
そ
の
事
実
が
知
り
た
く
な
り
、

行
動
範
囲
を
拡
大
し
、
い
た
る
所

に
出
入
口
が
あ
る
か
等
を
調
べ
、

戦
争
中
の
事
な
ど
を
お
ば
あ
さ
ん

か
ら
何
度
も
聞
い
た
り
、
本
を
読

ん
で
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
現

状
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。時
は
少
し
流
れ
、
中
一
の
時
、

茂
呂
先
生
に
出
会
い
、
こ
の
連
合

艦
隊
の
壕
に
も
め
ぐ
り
会
え
た
わ

け
で
す
。
中
二
の
今
、
色
々
な
戦

争
の
資
料
や
本
を
探
し
ま
わ
っ
て

い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
僕
で
は
あ
り
ま
す
が
、
め

げ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
に

入
り
、
希
望
の
光
が
見
え
て
き
た

わ
け
で
あ
り
、
地
歴
探
訪
会
で

も
、
図
々
し
く
聞
き
取
り
調
査
を

頼
ま
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
め
げ
て
る
暇
な
ん
て
無

い
ッ
！
と
、
い
う
事
で
元
バ
ス
ケ

部
の
僕
は
こ
う
し
て
日
吉
の
町
を

飛
び
回
っ
て
い
る
の
で
、
地
下
壕

保
存
の
会
の
皆
さ
ん
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。

編
集
後
記

◆
七
月
上
旬
に
発
行
す
る
予
定
で

し
た
が
、
結
局
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
隔
月
毎
に
発
行
し
た

い
と
思
っ
て
は
い
ま
す
が
…
…
。

◆
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
に
幹
事
会

三
回
、
運
営
委
員
会
一
回
、
見

学
会
一
回
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
回

開
か
れ
、
区
役
所
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
も
つ
く
ら
れ
、
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

◆

日

本

テ

レ

ビ

や

N

H

K

テ

レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
日
吉
台
地
下
壕

や
保
存
の
会
の
こ
と
が
放
送
さ

れ
た
が
、
N
H
K
テ
レ
ビ
で
終

戦
特
集
の
中
で
ま
た
放
映
さ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で

は
ア
ッ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
た

が
今
度
は
ど
う
か
な
？

◆
第
一
号
は
誤
字
も
脱
字
も
多
く

失
礼
し
ま
し
た
。
今
後
、
十
分

気
を
つ
け
ま
す
が
何
分
に
も
素

人
集
団
で
す
の
で
ご
容
赦
願
い

ま
す
。

◆
事
務
局

〒
二
二
三
　
横
浜
市
港
北
区

下
田
町
三
－
一
五
－
二
七

寺
田
貞
治
方

℡
〇
四
四
・
六
二
・
一
二
八
二


